
 

 

「労働保険加入促進業務」の評価（案）の概要 

 

１．事業概要 

事業内容：強制加入保険である労働保険（労働者災害補償保険及び雇用保険の

総称）について、各都道府県に労働保険適正加入促進員等を配置し、

未手続事業に関する情報収集及び未手続事業への適正加入勧奨、労

働保険制度の周知・相談対応等を実施する  

実施期間：平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日までの２年間 

応札者数：１者 

 

２．事業実施に関する評価 

○確保されるべき質として設定された以下の項目を全て達成している。 

 ・未手続事業情報収集数：５０，０００事業 

  ・加入勧奨実施事業数 ：７０，０００事業 

 ・保険関係成立件数  ：３２，０００事業 

  ・雇用保険手続件数  ：１６，０００事業 

 

○創意工夫に関しても、民間事業者から連絡会議における事例発表、事前ア

ンケートの実施による未手続事業名簿情報の精度向上等の改善提案がなさ

れ、良好に業務が実施された。 

 

３．実施経費に関する評価 

  本事業の実施経費は、間接費で単年度当たり約４４４百万円であり、従来

の実施経費(単年度当たり約４９６百万円：市場化テスト実施直前の平成２

５年４月～２６年３月)と比べ、約５３百万円（約１１％）の経費が削減さ

れている。また、全体経費についても単年度当たり約７６２百万円であり、

従来の実施経費（単年度当たり約８２５百万円）と比べ、約６３百万円（約

８％）の経費が削減されている。 

 

４．今後の事業 

  本事業は実施状況が良好であり経費も削減されているが、一者応札となっ

ていることから、競争性改善策を講じつつ引き続き民間競争入札を実施し、

民間事業者の創意工夫を活用した公共サービスの質の維持向上及び経費の削

減並びに競争性の確保を図っていくことが適当であるものと考える。 
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